
地方都市の駅前の賑わいづくりと
まちづくり会社

令和4年8月5日



１．まちづくり福井㈱

中心市街地の活性化を推進するため、福井市では国の「中心市街地活性化法」に基づき平成11年
3月に「中心市街地活性化基本計画」を策定。
この計画を推進する機関として「まちづくり会社の設立」が提案され、行政・民間双方からの出資に
よる第3セクターの「まちづくり福井株式会社」が設立された。

• 設 立 2000年（平成12年) 2月23日

• 所在地 福井市中央1丁目2-1 ハピリン3階

• 予 算 収入 約 231,000千円

支出 約 225,000千円 （令和元年度決算）

出資者 株主数 株主比率 出資額(千円) 出資比率

福井市 1 0.8 30‚000 51.1

福井商工会議所 1 0.8 10‚000 17.0

商店街・事業協同組合等 16 13.3 3‚850 6.6

中小商業者 96 80.0 10‚900 18.6

大型店 1 0.8 1‚000 1.7

公益企業（鉄道・電力） 2 1.7 1‚000 1.7

金融機関 3 2.5 2‚000 3.4

計 120 100.0 58‚750 100.0
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1-1．組織、役員構成
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1-2．主な取り組み事業

①にぎわいの創出

道路空間や河川敷、都市公園など公共的空間を使った集客
事業・イベントを開催

②指定管理事業

福井市にぎわい交流施設「ハピリンホール」「ハピテラス」の指
定管理を受託 施設を使ったイベント開催と貸出・施設管理
を実施

③リノベーション事業

民間の遊休資産や公共空間を含んだエリアの新たな使い方
を提案し、一般利用に向けた制度整備とともに、利用者サ
ポートや自社での利活用に取り組む

④エリアマネジメント事業

リノベと再開発が共存するまち、商業以外の魅力をつくるこ
とで中心市街地の新たなエリア価値を生み出すための取組
を実施

⑤再開発事業への支援

再開発事業の推進とともに、複数の事業で生み出される空
間活用について公共空間との連携やマネジメントなどに取り
組む
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２．ハード整備先行でスタートしたまちづくり
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鉄道や道路といった社会インフラと合わせて再開発を行う、ハード整備先行のまちづくりで
スタート



2-1．再開発事業と区画整理事業、高架化事業

連立事業・土地区画整理事業

平成3年 3月 都市計画決定
平成4年12月 事業計画決定（区画整理事業）
平成17年4月 JR北陸線高架開業
平成21年4月 東西交通広場暫定供用開始
平成28年3月 西口交通広場供用開始
平成30年12月 登記閉鎖

福井駅西口中央地区
第一種市街地再開発事業 施行面積 約16.6ha
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2-2．区画整理事業と駅東西広場
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2-3．交通結節機能と再開発事業の関係



2-4．駅東西広場と公共交通、再開発事業
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再開発ビル「ハピリン」

再開発ビル「アオッサ」

観光バス乗降場所

バス乗降場



３．地域拠点施設としての再開発事業
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再開発前の中央地区



3-１．福井市にぎわい交流施設「ハピリン」の建設
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平成１９年１２月に、県都の玄関口として魅力ある都市拠点を形成する目的で第一種市街地再開発事業
を都市計画決定。
その後、経済情勢の変化等を受け、過度に床をつくらない身の丈に合った再開発へシフトすることを基

本に、事業全体の再構築を行った。 ⇒ 都市計画・事業計画の変更
また、隣接する西口交通広場の公共交通機関の利用者の利便性を考え、「待合い」空間の確保と、併せ

て各種イベント等の利活用による中心市街地の「賑わい」を創出する広場を整備することとした。



 

住宅 

・広域観光情報提供機能 

 

・物産展示販売機能 

・事務局機能 

観光関連施設 

広場 

（屋根付き） 

 

 

商業・業務 

駐車場 

商業 住宅ＥＮＴ等 

 多目的ホール          

  

 
 

駅広側 子ども一時 

預かり所 

プラネタリウム 

駐輪場 

トイレ 

ボランティア 

センター    
会議室等    

 

５階 

４階 

３階 

２階 

１階 

屋根 

3-２．「ハピリン」のフロア構成
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1～2階の商業フロアは
「ハピリンモール株式会社」が運営

店舗数： 20店舗 （うち飲食店10店舗）

年間入込客数： 2,163,300人（H29） ※商業施設のみ

主な販促事業： ①抽選会やスタンプラリー
②イベントにあわせたクーポン発行
③イベントにあわせた共同広告


